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caspase-3は対照群で160%活性化され、SG-75の前投与はこの活性を有意に抑制した。また、プロアポトーシ
ス蛋白であるBaxおよび抗アポトーシス蛋白であるBcl-2のミトコンドリアでの発現は、共に、対照群で増加
し、SG-75投与でこの増加は抑制された。他のアポトーシス経路のトリガーであるTNF-α値は、血中および虚
血部肝組織で共に差がみられなかった。 
【まとめ】ミトコンドリア KATPチャネル開口薬は肝臓の虚血再灌流時にアポトーシスを抑制することにより肝
傷害を軽減し得ることが示唆された。 
 
本研究は、肝虚血再灌流傷害に対する KATPチャネル開口薬前投与の有効性を示したもので、臨床の場における
肝切除術および肝移植時の傷害軽減に有用である可能性が示唆された。よって本研究者は博士（医学）の学位
を授与されるに値するものと判定された。 
 
